
教育学会のジャンル論あるいはジャーナルの言語学
―マルチモーダルな時代における知の媒体と文体の民主的機能―

南浦涼介（広島⼤学）

日本教育方法学会 第59回大会 課題研究Ⅰ（2023.10.13）慶應義塾大学
教育方法学の知を共有する─知のメディアとしてのジャーナルを問う



問題の所在：
「ジャーナルに論文を書く」以外のかたちで私たちは知見を伝えられているか？

文字と文章で埋め尽くされた
スライド・プレゼンテーション

大量のフルペーパーのレジュメ
を読み上げる発表スタイル

文章による知識提示と論理展開
で構成される大学入門教科書

こうした学会やそこに所属する研究者の研究の表象のしかたはどう決まっているのか？

オープンアクセス化や学会・研究者の社会的責任の拡張の中で，いかなる媒体と文体の選択が必要に
なるのか？

そうした新しい媒体において研究知見を載せる文体選択の難しさは何か？

例えば 例えば 例えば

学会

社会

選択的体系機能言語学の側面から、ジャーナルとは異なる媒体における知見の提示とその葛藤を示す



選択的体系機能言語学

関係性（テナー）

媒体

文体（モード：mode）

メッセージ

ことば・構成の選択（語彙，文，談話選択）
文・絵などのマルチモーダルな選択

選択体系機能言語学（SFL: Systemic functional linguistics）は，イギリスの言語学者のハリデー, M.A.K.が1970年代後半から提唱した言語学の概念である。著作は “The Collected Works of M.A.K. 
Halliday” で全10巻が出版されている。近年，移民の言語教育をはじめ，言語教育への応用的な視点や社会と言語の関わりの点から評価され，近年もハリデーの視点を拡張させて議論がされている。例えば，
シュレッペグレル, M. 『学校教育の言語─機能言語学の視点から』くろしお出版, 2017年，照屋正博『意味がよくわかるようになるための言語学─体系機能言語学への招待』くろしお出版, 2022年 など。

ジャーナル？ SNS？
YOUTUBE？ 教科書？

伝えたい内容

発し手と読み手は
どのような人？ どのような関係？

レジスター
（言語使用領域）
その言語が使用される領域
（いわゆる「ジャンル」）



聞き手と読み手、媒体と文体の安定性と不安定性
選択的体系機能言語学の側面から、ジャーナルとは異なる媒体における知見の提示とその葛藤を示す

事例① LINEの教育記事における知の共有と葛藤

事例② 大学院生のリーフレット作成活動（制作過程）

オープンアクセス化や学会・研究者の社
会的責任の拡張の中で，いかなる媒体と
文体の選択が必要になるのか？

そうした新しい媒体において研究知見を
載せる文体選択の難しさは何か？

教育出版からの依頼
教師の多忙化の中でLINEに配信するタイプの記事で
外国人児童生徒教育の研究知見を提示できないか？

大学院における授業活動のアウトプット
• 「外国人児童・生徒の教育課程デザイン論」
• 多様な学科から集まってきている

外国人児童生徒教育についての経験や知見はない人もる
① 外国人児童生徒教育の研修動画の批判的検討
② Handbook of Research on Engaging Immigrant 

Families and Promoting Academic Success for 
English Language Learnersの輪読

③ 知見を社会的発信をする際の文体の検討

選択的体系機能言語学をもとに
メッセージ，モード，媒体，テナーの関係から検討



事例① LINE連載記事

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

文体（モード：
mode）

教育出版のLINEベースの教育記事（もともとは800字）

（読み手）若手の教員

外国人児童生徒を包摂する視点や具体事例，その意味

2人の
登場人物

会話

解説

登場人物に
よる補足

会話編 解説編

全体の構成と構成要素

©kamo ©kamo

©kamo

注）原稿の転載およびイラストの転
載は出版社とイラストレーターから
の許諾を得て掲載

連載記事はLINEで「教育出版」と
「お友だち」になると，月2回配信さ
れます。
（直接URLの貼り付けは禁止のため）



事例① LINE連載記事

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

文体（モード：
mode）

教育出版のLINEベースの教育記事（もともとは800字）

（読み手）若手の教員

外国人児童生徒を包摂する視点や具体事例，その意味

語彙・文の選択

言い換えられた概念的用語

言い換えられた対比的概念的用語

具体的場面

対比される
具体的場面

論文であれば deficit / resource という用語を
入れるがここでは入れるべきだが……

注）原稿の転載およびイラストの転
載は出版社とイラストレーターから
の許諾を得て掲載



事例① LINE連載記事

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

文体（モード：
mode）

教育出版のLINEベースの教育記事（もともとは800字）

（読み手）若手の教員

外国人児童生徒を包摂する視点や具体事例，その意味

マルチモードの選択

解説の中に
登場人物の補足として
注を挿入

口語的な言い回しを入れる

解説の中でも，登場人物
を引用する 別の登場人物によって

補足的に視点を入れる

限られた登場人物の中でどこまで場面を拡
げるか。新しい人物を出すべきか？
子ども当人の語りを入れるべきか？

©kamo

©kamo

注）原稿の転載およびイラストの転
載は出版社とイラストレーターから
の許諾を得て掲載



事例②：大学院生のリーフレット作成活動（制作中）

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

Canvaを用いたリーフレット作成

（書き手）授業を受けた院生 （読み手）若手の教員，悩める支援者

大学院の文献講読（海外の移民の教育ハンドブックの講読）を通して得たことを
伝える

文体（モード：
mode）

全体の構成

観点1の提示 観点2の提示

観点3の提示 観点4の提示

提起したい視点

具体的事例

視点の解説

リーフレットという紙面の制約

注）作成途中のリーフレットは
受講大学院生の許諾を得て掲載



事例②：大学院生のリーフレット作成活動（制作中）

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

Canvaを用いたリーフレット作成

（書き手）授業を受けた院生 （読み手）若手の教員，悩める支援者

大学院の文献講読（海外の移民の教育ハンドブックの講読）を通して得たことを
伝える

文体（モード：
mode）

概念的な用語化の
必要性

その権力性

提起したい視点

リーフレットという紙面の制約

学術用語として「deficitからresourceへ」
とすると簡単。

だけれども，読み手を考えたときにその言い方で
は余計に権力性を帯びないか？

しかし，「端的な用語化」をしないと，問いかけ
るだけでは伝わりにくい。

自分たちのような
「現場を知らない」院生が
「現場を知る」支援者に語る
言い方として適切かどうか？

立場と専門知と権力性

院生の議論から

注）作成途中のリーフレットは
受講大学院生の許諾を得て掲載



事例②：大学院生のリーフレット作成活動（制作中）

関係性（テナー）

媒体

メッセージ

Canvaを用いたリーフレット作成

（書き手）授業を受けた院生 （読み手）若手の教員，悩める支援者

大学院の文献講読（海外の移民の教育ハンドブックの講読）を通して得たことを
伝える

文体（モード：
mode） 「ダイアローグ的な発想でのアイデンティティを

出せるライティング活動」の重要性を伝えたいが
それは紙幅の中でどう感じさせるか？

今の時代の現場の先生に
「生活綴方」「山びこ学校」という
語彙の選択では伝わらないのでは…？

「交換日記」という用語選択であるべきか？

院生の議論から

概念的な用語化における選択

そもそもの事例の示しかた

注）作成途中のリーフレットは
受講大学院生の許諾を得て掲載



論点① 不安定な関係性と媒体の中で知はいかなる文体選択の迷いを生むか？

論文であれば deficit / resource という用語を
入れるがここでは入れるべきだが……

学術用語として「deficitからresourceへ」
とすると簡単。

だけれども，読み手を考えたときにその言い方では余
計に権力性を帯びないか？

しかし，「端的な用語化」をしないと，問いかけるだ
けでは伝わりにくい。

自分たちのような「現場を知らない」院生が
「現場を知る」支援者に語る
言い方として適切かどうか？

「ダイアローグ的な発想でのアイデンティティを出せ
るライティング活動」の重要性を伝えたいが

それは紙幅の中でどう感じさせるか？

「交換日記」という用語選択であるべきか？

概念的な用語化を関係と媒体の中でどう選択していくか？

概念的な説明と，具体的な提示をどう関係づけるか？

発し手と受け手の間の知の権威と権力をどう考えるか？

今の時代の現場の先生に
「生活綴方」「山びこ学校」という
語彙の選択では伝わらないのでは…？

限られた登場人物の中でどこまで場面を拡
げるか。新しい人物を出すべきか？
子ども当人の語りを入れるべきか？

「発し手」と「読み手」の関係性，また「媒体」自体が持つ特性や制約の中で
メッセージの「あるべき文体」は揺らぎ，ベターな言語の選択とその葛藤が常に生まれている



論点② ジャーナルや学会の内部は「安定」な場か？

「発し手」と「読み手」の関係性，また「媒体」自体が持つ特性や制約の中で
メッセージの「あるべき文体」は揺らぎ，よりベストな言語の選択とその葛藤が常に生まれている

「文体の選択」はこれまで先輩からの継承などが主であり，あまり意識的に検討はされてこなかったが……？
こうしたことをふまえた「学会」としての場の設定が必要なのではないか？

読み手のゆらぎ 媒体のゆらぎ発し手のゆらぎ

学問共同体への参加がゴールではない

教職大学院の増加

現職教員のリカレントとしての大学院

障害を持つ人，日本語が母語ではない
人も語る

教員の知の獲得や構築の仕方の変化

若手教員の増加

障害を持つ読み手，日本語が母語では
ない人の読み手

学習や媒体のスタイルの多様化

メディアの多様化

カラー化，リンク化

双方向性のメディア

マルチモーダル化

「紙」ではない媒体



学会の議論の「場」を複線的・民主的に開き，「学会の言語」の文体を鍛える

学校教育系学会のプログラムでのくふう

ウェブサイトや企画としてのくふう

ジャーナルの中でのくふう

「口頭発表」中心による「紙」ベースの伝達的発表をどうひらくか
• シンポジウムや課題研究は学会主催側からのトップダウン
• 自由研究＋ラウンドテーブル ラウンドテーブルは横並び1つだけの選択
• ポスター発表などの参加型，双方向型の場が少ない
• ダイバーシティへの配慮が少ない（育児，手話，言語などのバリア解消の議論自体がない）

学会員だけではなく，社会的民主的な教育の議論を提起するコミュニティスペースとして

委員企画だけではなく，会員から出る企画を提示できることの重要性

• 例 言語文化教育研究学会のウェブマガジン「togaru」

• 【投稿の枠】の複線化の検討
• マルチモーダルな資料への対応（実践動画にリンクが貼られるなどの検討）
• 翻訳機の向上による多言語展開

教育学会がダイバーシティへどのように対応していくのかを教育団体の視点から考察したものとして，南浦涼介「自主的研究組織と社会科教師の多様性 ―あるいはSNSという対抗的公共圏からの学会へのまなざ
し―」『社会科教育論叢』第51巻, pp.63-72, 2021年 を参照。
言語文化教育研究学会のウェブマガジン「toragu」は次のリンクを参照 https://www.togaru.online/


